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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
1 0 0 0 1 1 1 2 1 0 1 1 0 0 0 0
3 * 1 5 2 3 0 1 2 0 0 0 4 5 0 0
7 0 0 0 0 0 1 2 0 0 1 1 1 1 0 0
14 * 3 9 0 2 2 3 3 0 2 2 1 0 1 0
17 0 0 0 1 2 1 2 0 0 2 2 0 0 0 0
21 * 0 0 6 9 1 1 3 6 9 15 0 0 1 1
30 * 4 10 4 12 3 3 3 2 4 6 2 1 0 0
38 * 0 2 3 9 1 3 2 5 12 17 3 1 1 1
55 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 1 0 1 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 0 0 0
8 26 17 39 10 17 14 14 31 45 11 9 3 2

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
4 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
6 * 0 0 0 1 0 0 4 0 1 1 1 0 0 0
10 * 0 4 3 7 0 0 2 3 10 13 1 1 1 0
13 * 1 5 2 5 3 3 3 0 3 3 0 1 4 0
14 * 0 1 2 3 2 2 2 0 2 2 1 0 0 0
15 0 0 2 1 5 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0
22 0 2 5 1 3 1 2 1 0 1 1 1 0 0 0
24 0 0 0 0 0 0 0 2 0 1 1 1 0 0 0
29 0 0 1 0 1 0 0 1 1 2 3 0 0 0 0
50 0 1 1 1 4 4 6 1 0 0 0 4 1 2 1
74 * 1 9 7 11 1 2 2 3 7 10 0 0 1 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 0 0 0
5 28 17 40 11 15 20 8 27 35 9 3 8 1

２０１７年度関西学生バスケットボールリーグ戦

RATE 17.9% 42.5% 73.3%

Team / Coach: 綾部 有 -
合　　　計 60 200

0 - -
0 - -

0 - -
0 - -

坂本 拓馬 9 24
中野 司 18 37

小西 恭平 0 9
八角 亮 0 11

足立 祐太 2 13
堤  大喜 9 15

古家 凜 10 30
高山 寛史 6 14

松本 峻典 0 8
松原 寿樹 6 38

ST BS MIN

横川 真那斗 0 1
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関西学院大学

№ Ｓ 選　手　名 PTS
３Ｐ

合　　　計 68 200
RATE 30.8% 43.6% 58.8%

0 - -
Team / Coach: 村上 和之

0 - -
0 - -

0 - -
0 - -

田中 亮 0 3
0 - -

大庭 岳輝 23 31
リンダーライアン 雅輝 7 40

真鍋 良太 3 13
会田 太朗 13 38

伊藤　亮介 副審 西川　退助/大倉　哲也

辻 陸矢 1 6
川口 廉人 11 32

BS MIN

永尾 友弥 3 7
髙田 颯斗 7 30

ＦＴ
Ｆ
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記録 関西学生バスケットボール連盟

京都産業大学

№ Ｓ 選　手　名 PTS
３Ｐ ２Ｐ

戦評

68 60

敗チーム

関西学院大学

太田大貴(大体大)

開始時間 17:40
会　　場 大阪体育大学
コ ー ト 勝ち点6

男子 1部リーグ戦 勝チーム

試 合 日 2017.09.23
京都産業大学

勝ち点3
試合ＮＯ 135
戦評
【総括】
リーグ戦第7日目、昨年のリーグ戦王者の関西学院大学と昨年4位で同じくインカレに出場している京都産業大学と
の一戦。両者共に、今年もインカレ出場を狙い、奮闘する戦いになった。関学大は持ち味であるアウトサイドシュート
や速攻で応戦する。対する、京産大は、#21会田の高さを活かしたリバウンドシュートや#30大庭の多彩なオフェンス
で相手を翻弄する。序盤から両者共に一歩も譲らず、持ち味を十分に発揮する展開となる。試合が動いたのは、第3
ピリオドだった。インサイド#21会田、アウトサイド#30大庭で着実に得点を重ねる京産大が頭一つ抜け出す。対する、
関学大は#74中野、#22堤を中心に持ち味を出すも一歩及ばず。京産大が68対60で貴重な勝ち星を手に入れた。
【第1ピリオド】
試合開始とともに京産大#21会田のバスケットカウントが決まり、主導権を掴みかけたが、関学大#10松原の2連続得
点が決まり、主導権を渡さない。京産大は#21会田の高さを武器にシュートを決めるのに対し、関学大は#13古家のア
ウトサイドシュートで対抗する。このまま均衡するかと思われたが関学大#22堤の登場後すぐの3Pシュートにより、18対
16で関学大が一歩リードし、第1ピリオドを終える
【第2ピリオド】
試合開始後、すぐに関学大#14高山の連続得点で突き放す。なんとか追いつきたい京産大は3-2ゾーンディフェンス
に変え、関学大の得点を抑える。その後、京産大#14川口と#30大庭の3Pシュートを含む8得点で、逆転に成功する。
なんとか流れを止めたい関学大は、同じく3-2ゾーンディフェンスに変え、相手のミスを誘う。その後、両者互いに譲ら
ず均衡が続く。そんな中、高さで勝る京産大が29対35でリードで終える
【第3ピリオド】
京産大は#21会田のシュートを含む7得点をあげる。流れを止めたい関学大は京産大の高さに苦しめられ、得点をあ
げることができず、たまらずタイムアウト。終了後、関学大#50坂本の3Pシュートや#22堤のミドルシュートで対抗する
が、京産大は#30の2連続3Pシュートや#55田中のミドルシュートが決まり点差を縮めることができず40対55で京産大
がリードで終える。
【第4ピリオド】
開始早々、関学大#22堤の3Pシュート、#74中野のミドルシュートが決まり、流れに乗る。流れを止めたい京産大で
あったが関学大は#22堤を中心に点を重ねる。京産大はミスが続き点差を一桁にされる。しかし、前半での失点が響
き関学大は京産大に逃げ切られ60対68で試合を終える。

主審


